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徳　永 豊
はじめに
　3分の1世紀にも満たないわずかな期間において，半導体素子の研究開発を
中心としたエレクトPtニクス技術は，真空管からトランジスタ，　IC，　LSI，超
LSIへと目覚ましい発展を遂げ，図一1に示すように，コンピュータとデジタル
化を軸に，INS（高度情報通信システム）による情報ネットワークに支えられた
社会の出現，それは21世紀にかけての社会，経済ならびにあらゆる産業分野に
計りしれないほどの大きな影響を及ぼすことが予想されている。
　こうしたエレクトロニクス技術の進歩は，流通産業にも例外なく大きなイン
パクトを与えはじめている。このことは，他の産業分野に比べて，コンピュー
タをベースとした情報処理システムの適用が遅れていた流通産業が，80年代に
なつて，ようやく大手小売企業ならびに大手卸売企業を中心に経営情報システ
ムの構築に本格的に乗り出し，さらには企業間におけるコンピュータによる自
動的再発注システム（computerized　automatic　reorder　systems）の採用となって現
われている。例えぽ，チェーンストアにおける本部と店舗間の発注データ処理，
ボランタリー・チェーンにおける本部と計算センターと加盟企業の3者間を結
びつける受発注データ処理，さらには卸売企業と小売企業の相互信頼に基づく
情報処理システムなど，すでにいくつかの企業ならびにチャネル集団で試みら
れている。
　もちろん，コンピュータによる情報処理システムは，会計，給与計算といっ
た単なる事務の合理化レベルではなく，ユニット・コントロール・システムを
54　明大商学論叢
　　　　　図一1　コンピュータとコミュニケーション・システムの発展
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　　出所：NECの資料による。
中心とした商品情報，経営管理情報をタイムリーな情報として，さまざまな意
思決定に用いようとするところに流通企業の今日的な情報処理システムの意義
を見い出すことができる。
　一方，小売企業ならびに企業間の在庫管理と統制に関連するエレクトロニッ
ク・データ処理の分野で，特に注目すべき進歩は，小売レベルの販売時点にお
いてデータ検索を可能にする情報システム，つまり，スキャニング・システム
のポテンシアル・インパクトに注目しないものはない。このコンビ＝一タをベ
ースにしたスキャニング・システムは，データ処理，商品情報処理によって，
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小売企業に必要な情報をもたらすだけでなく，販売時点における諸機能の強化
をもたらす。つまり，店舗レベルでの各種ターミナルが店舗管理と商品情報処
理とを結合した販売，チェックアウト，会計などの諸機能のために用いられる。
　本稿は，流通産業，とりわけ小売レベルにおけるエレクトロニクス技術の適
用について，最近，注目されているスキャニング・システムについて焦点をあ
て，その課題と展望を試みるものである。
1．　スキャニンゲ・システム
　1．　スキャニンゲ・システムとPOSシステムの概念上の異同
　スキャニソグ・システムの課題と展望を論ずるにあたって，スキャニソグ・
システム（scanning　system）という耳馴れない用語のもつ意味を明らかにして
おかねぽならない。わが国においては，一般に，スキャニング・システムとい
う名称よりもPOSシステム（P・int　of　sales　system・r　p・int・f　service　system（1））
という名称のほうが多く用いられているが，アメリカでは，むしろスキャニソ
グもしくはスキャニング・システムのほうが一般的名称となっている。
　日米間の用語の使い方もさることながら，この2つの類似する用語は完全に
同意語なものなのか，それとも異なるものなのか，もし異なるものであるとす
るならぽ，その視角，範囲など，どの点がどの程度異なるか，明確にしておか
ねぽならない。
　田島義博教授は，「流通生産性とPOS」というテーマで日本商業学会関東部
会での報告の中で，概念的問題として，次のように述べている。rPOSは販売
時点情報管理システムと呼ばれているが，実際はSA（store　automati◎n）の一
環としてのelectronic　automatic　checkoutという理解が強く，ハード・メリ
ットを中心に考える傾向がつよい。・スキャニングとは，情報検索であり，その
情報の意思決定への利用による生産性向上が課題となり，・ソフト・メリット追
求の姿勢がつよくなる」②と。
　メイソン教授およびメイヤー教授（J．B．　Mason　and　M．　L．　Mayer）は，　Modern
Retailing；Theory　and　PracticeのApPendixの用語解の中で，それぞれ次
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のように定義している。rPoint　of　Saleとは，伝統的には販売が完了した場所
もしくは商品が消費者へ移転した場所である。ごく最近は，小売店で用いられ
るデータ取集システムの形態として修正されるようになった。また，販売が実
施される場合に利用される広告の種類として修正する人もいる。スキャニング
とは，コード化された値札をなぞり，あるいはハンド・スキャナーでなぞるこ
とによって，ターミナルに入力する完全なpoint　of　sale（service）システムの
プロセスである。食品ビジネスのスキャニングは，UPC（universal　product　code）
と呼ばれる人間が読み取りできないバーコードによってなされ，ゼネラル・マ
ーチャンダイズについては，人間が読み取りできる㏄R（・ptical　character
reCOgnition）コードによってなされる」（3）。
　また，メイソン教授およびメイヤー教授は同書の中で，小売業におけるエレ
クトロメカニカルの革新を3段階に分け，第1はメカニカル・キャッシゴレ
ジスター，第2はコンピュータ，第3はpoint　of　serviceターミナルであり，
POS概念の本質は，すべての販売データがある単一の時点で売場のターミナ
ルによって計算されることである。そのデータはさらに加工処理するために本
部ヘコミュニケーション・ネットワークを通じて伝送されると述べているω。
　このようにPOSシステムとスキャニング・システムについて，上記に掲げ
た代表的な見解は，わが国の多くの人々，特に実務レベルの人々の見解でもあ
るが，これら見解の中に意識すると否とにかかわらず，暗黙のうちにその差異
が指摘されているのである。それは，視角とシステム構成上の範囲からする差
異である。
　その第1点は，メイソン教授およびメイヤー教授の指摘をまつまでもなく，
POSシステムは，キャッシュ・レジスターの延長線上，つまり，電動式，孤
立エレクトPニック式，エレクトロニック・システム（電子式＋コンピュータ），
スキャナー付エレクトPニック・システム（電子式レジスター十スキャナー十コン
ピュータ）に位置づけられ，キャッシュ・レジスターとコンピュータの結合，
およびスキャナーの付加を含めてPOSシスデムが構成されている。このよう
なPOS機器を売場に設置することによってもたらされる効果は，チェックア
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ウトの効率化とサービスの迅速化，登録の正確化による金銭過不足の減少，チ
ェッカーの労働生産性に対するより厳密な管理，チェッカー教育時間の短縮，
値付け作業の省力化などである。そうした意味からするならば，田島教授の指
摘するPOSシステムの電つハードメリットもうなずけるところである。
　第2点は，上記と対比していえることは，POSターミナルの構成だけでな
く，スキャニング・システムの最も重要な基本的構成要素の1つは，実はスキ
ャナーを使用するにあたってのバーコードないしはOCRコードの存在である。
したがって，POSシステムはバーコードやOCRコードの存在が必要条件であ
るが十分条件ではない。つまり，POSシステムは販売時点における販売デー
タの収集をスキャニングを行わないものまで含めているものと理解してよい。
スキャニング・システムの1つの特徴は，小売業において今まで入手不可能で
あったデータを，スキャナーのレーザー・ビームにょってバーコードやOCR
コードを瞬時に読み取り，しかも大量のデータを正確に取集するところに意味
がある。
　第3点は，スキャニング・システムは，フロントエンドで取集された大量の
スキャニソグ・データをさまざまな管理レベルの意思決定に用いるために，ホ
スト・コンピュータに伝送するデータ・コミュニケーション・システムを含め
たシステムとして理解される。その限りにおいて，スキャニング・システムは，
個別企業にあっては，スキャニング・データの解析による意思決定の利用にそ
の中心的課題があり，社会経済的には，それらデータをスキャニソグ・パネル
を通じて取集することによって，分析されたデータが公開され，製品価格の引
下げ，物的流通の効率化，需要予測の容易性に結びつく可能性をもつものである。
　第4点は，現在，スキャニング・システムは販売時点に限定されて用いられ
ているけれども，発注業務のEOS（electric　ordering　system）や荷受け業務の商
品検品とデータ入力にも適用範囲が広がっている。すでに，アメリカにおいて
は，UPCの物流コード化がUPC理事会で決定され，コードの開発が推進さ
れていることからも，’近い将来，物流を中心として流通産業全般にスキャニン
グ・システムの適用範囲は広がるものと予想できるのである。
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　2．　スキャニンゲ・システムの発展
　すでに述べたごとく，スキャニング・システムは，ナンバリング・システム
（バーコードには製造業者識別コード，品目コード，チェック・コード，OCRコードで
は，素材，色合い，サイズ，タイプ，スタイルなどのコード及び価格）と，レジスタ
ーとストアコントn一ラー（ミニコンピュータ）の3つの要素から構成されてい
る。
　このうちナンバリング・システムについては，アメリカにおいてUPCシン
ボルが開発されたのが1973年5月2日である。全米のグロッサリー業界がこの
　　　　　　　図一2　JAN商品メーカーコード登録企業数の推移
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表一1POSシステム研究・施策の経過と展望??
49
??
51
52
53
54
55
56
57
58
??
期 食品・雑貨型POSシステム
食料品・耐久消
受財型POSシス
テム
クレジット型
POSシステム
研開欧米及び国内実態ニーズ調査
究発
’期POSシステムモデル研究，開発スケジュール推定
??????
???
???
?????60ﾈ
JANシンボル原案作
成
ソースマーキンク印刷
実験
JANシンボルJIS告示，
EAN加盟，ソースマー
キング開発，たつみチ
ェーン，東急ストアで
POSシステム店頭実験
（第2次）
値札のJIS原案作
成
値札実態調査
千葉そごう，ひよ
しやでPOSシステ
ム店頭実験（第1
次）
欝繍萎i蝶叢勝
クレジット情報シ
ステムの研究
クレジットカード
JIS化案研究
磁気ストライブカ
ードのJIS告示
全日食チェーン（第2
次），灘神戸生協，卸町
グリーンストア（第3
次）でPOSシステム店
頭実験
全日本スパー（名古屋）
でPOSシステム店頭実
験（第4次），商品メー
カー，卸売業のための
情報活用研究（第2次）
OCR値札JIS告示
卸売業のための
POS情報研究
POS情報活用研究（商品メーカー，卸売
業，小売業マrケット情報），データ・ベ
ース研究
流通情報セソター設立準備（業種別研究）
小売案内規策定
OCRクレジット
カードJIS告示
小売業クレジット
内規発効，クレジ
ット情報センター
設立研究
クレジット情報セ
ンター設立
流通情報センター
運用開始
（商品情報，クレジット情報サービス）
データ・ベースとオンライン・ネットワークを軸とした高
度流通情報システム時代となる
関連研究
物流シンボル標準
化研究（第1次）
業界統一伝票シス
テム研究（菓子業
界などの見直し）
オンライン受・発
注システム研究と
促進
物流シソボル標準
化研究再開（第2
次）
ファクシミリ，CA
TVなどアナログ
・映像情報通信シ
ステム研究
ダイレクト・マー
ケッティング・シ
ステム研究
　（注）57年度以降は計画・プランであり，確定ではない。
　出所・・流通システム開発センター。
UPCシソボルの開発に一丸となって取り組んだのである。チェーンストア，
コンビニエンスストア，独立店，卸売業者，メーカーの各代表者が参加し，開
発作業を推進するためマッケンジー社もこのプロジェクトに参加した。最終的
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表一2
?
紅茶
インスタント・コーヒー
トマト・ジュース
即席カレー
醤油
焼肉のたれ
サラダ・ドレッシング
プロセス・チーズ
マーガリン
豆　乳
ヨークルト
ポテト・スナック
歯ブラシ
歯　磨
生理用品
衣料用洗剤
芳香剤
カミソリ・替刃
救急絆創膏
シヤンプー
整髪料
商品別ソース・マーキンゲ普及率
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出所：ACニールセソ。レポートより。
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9．3
8．3
42．3
50．3
17．8
41．2
63．5
→26．4
に完成をみたのが1973年である。そしてこのコードの使用を監督するための組
織として，Uniform　Grocery　Product　Code　Councilが組織され現在に至って
いる。ちなみに，アメリカの食品店で販売されているグロサリー一食料品お
よび食料品関連雑貨一の85％から95％までに，このUPCが印刷されている。
このUPCシンボルの開発から1年後の1974年4月にマー一シュ・スーパーマー
ケットでスキャニング・システムの実験が開始され，現在，約6，000店舗で導
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入されている。
　わが国は，アメリカでのスキャニソグ・システムの開発と導入の影響を受け，
いち早く通産省が中心となって研究・調査に乗り出したのが，昭和49年であり，
UPCシンボルに代るJANシンボルの開発に乗り出したのが昭和51年である。
その研究・施策の経過については表一1のごとくである。
　JANコードのメーカー登録企業数の推移をみると，図一2のごとくであり，
昭和57年からその登録スピードは加速している。また，商品別ソース・マーキ
ング普及率は，表一2のごとく，ポテト・スナック，マーガリン，プロセス・チ
ーズの順に，ソースマーキング普及率は高く，また，一般に加工食品よりも食
料品関連雑貨のほうが普及率は高い。
　おそらくJANコードのソース・マーキング普及率が45％を超えるのは昭和
60年頃と予測されるが，アメリカの例からみても，この45％の普及率を境にし
て，スキャニング・システムは急速に小売業界に導入されていくものと予測さ
れる。
2．　スキャニンゲ・システムと分析様式
　1．　スキャニンゲ・システムの有用性とデータ分析上の問題点
　新しい用具の有用性は，一般に，現存の方法よりも，その優良性，正確性，
迅速性，廉価性に応えうる能力によって測定されるが，さらに重要なことは，
以前には応えられなかった問題に応えられるということである。小売業者は，
製造業者や卸売業者と比べて，その取扱品目数が多く，例えぽ，スーパーマー
ケットは7，000品目から13，000品目，百貨店では40万品目から60万品目といわ
れ，しかも客当り販売量は1個から数個の単位で，1日当りの取引件数は，ス
ーパーマーケットで3万件から10万件にのぼるといわれている。したがって，
従来は品目別の販売数量は捕捉困難で，その多くは品種別ないしは部門別の売
上高をキャッシュ・レジスターによって捉えていたのである。こうした品目別
データを入手可能にしたのが，スキャニング・システムである。
　スキャニング・データに対する関心は，小売業者のみだけでなく，卸売業者，
　62　明大商学論叢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（368）
製造業者の間にも高まっている。時間的（曜日，時間帯，週，月，季節），場所的
（陳列場所と位置，地域）な枠組みによるスキャニング・データの入手は，これら
企業にとって多くの問題に応えうる十分な可能性をもっている。
　チェーンストア・エイジ誌に掲載された「調査用具としてのスキャニング」
によれば，組織化されたスキャニング・データの問題のタイプは，次のような
事柄に応えられるものであると指摘している⑤。
A．小売業者に対して
　1．製品がいかにすみやかに棚から動いたか？．販売ミックスと在庫ミック
　　スを比較して，いかにすべきか？
　2．　自店の中でDSD商品（direct－store・delivered　categories）の販売はどうで
　　あるか？
　3．　自店の製品ミックスの価格弾力性はどうであるか？
　4・　新製品紹介の最も上手な方法は？
　　（a）販売不振商品が商品群から除去できるか？
　　（b）新商品の販売はどこで生じたか？
　　（c）どの価格レベル，棚位置が売上高もしくは利益を最大化するか？
　5．　どのようなプロモーションが売上高に影響を及ぼすか？
　　（a）最も利益のあがるものはどれか？
　　（b）最も製品が動くものはどれか？
　　（c）どのような因子の組み合せが望ましい効果をもたらすか？
　6．、スタヅフの効率化とは何か？
　7．　フロント・エソドの労働をより効率化するスケジュールができるか？
B．製造業者に対して
　L　自社製品が絶対的基準でもしくは競合他社に対して，自社の期待するや
　　り方で価格設定されているか？
　2．　自社の製品ラインがいかに有効か？　自社が有利と思うサイズ，フレー
　　バー，包装形態に関して，新しい傾向にあるか？
，3．販売ミックスと比較して，生産能力と優先順位をいかにすべきか？
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　4．　競争関係にある製品分野において，真の季節性とは何か？
　5．　どのようなプロモーションが売上高に影響を及ぼすか？
　　（a）最も利益のあがるものはどれか？
　　（b）最も製品が動くのはどれか？
　　（c）どのような因子の組み合せが望ましい効果をもたらすか？
　　（d）競合他社と比べて自社のプロモーションはどうか？
　6．市場の混乱に対してどのように反応すべきか？
　このように，スキャニング・データが未解決の問題領域に対して，鋭い切り
口を提供するものであるが，しかし，スキャニング・システムが小売企業の1
つの情報処理システムとして，どのような枠組みで運用されるかについては，
殆ど明確にされているとはいえない。
　そこで，スキャニング・システムと統計情報システムの関連的枠組みを意思
決定と結びつけて示すと，図一3のごとくである。
　図一3に示したように，スキャニング・データを意思決定のための情報として
利用するためには，これをルーティン的管理事業のための意思決定と非ルーテ
ィン的な意思決定に大別して捉えることが必要である。どちらのタイプの意思
決定にとっても，店舗資源の利用に関する情報と，顕在的あるいは潜在的な顧
客の行動に関する情報とが，基本的に重要である。
　理想的に言えぽ，日々繰り返し行われるルーティン的な意思決定は，自動化
されるべきである。自動的な意思決定が行われるためには，それぞれの業務に
関して意思決定のための基準の設定や評価システムが，スキャニγグ・データ
の分析によって策定されなけれぽならない。そうすることによって，管理者は
より重要な戦略的計画策定に集中できるのである。チェックアウト・システム
に見られる最近の技術革新によって，チェッカーのスケジュTルや配置，精算
業務，発注業務，品出し業務などのルーティソ的業務に対する自動的な意思決
定システムは，今や設計可能となっている。
　一方，戦略的計画策定のためには，現在の顧客および潜在的な顧客の行動に
関する体系的なデータの分析ならびに市場調査が重要である。しかし，残念な
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がらスキャニング・システムは，潜在的な顧客に関する情報は何も与えてくれ
ないが，顕在的な顧客の行動に関しては，かなり豊富な情報を提供してくれる。
つまり，このシステムから得られるデータは，顧客の自然な購買行動を表わし
たものであり，したがって，顧客がどのような品目を選ぶかという調査をする
場合，調査員や顧客自身がデータを記録する手法ではバイヤスが生じやすいが，
スキャニング・システムによって得られたデータは正確性がより高いものとな
る。また，このシステムから得られたデータは，過度のコストをかけずに分析
システムに入力され，迅速にデータ解析が可能であるばかりでなく，特に戦略
的計画策定の情報として意味あるものとするためセこは，実験的処置にさらしう
るよう予め管理可能要因をコントロールすることによって，あるいは他の情報
源から得られたデータと結合することによって分析することも可能である。
　2．スキャニンゲ・データの性格と分析様式
　スキャニング・システムによって記録されるデータは，基本的には，次の6
つの変数によって規定されている。そしてそれら各変数は，決定目的との関連
，によって，いくつかのカテゴリーに分類される。
　　変　　　数　　　　　　　　　　　カテゴリー
　　時　　　間　　　　　　　　時間間隔（単位時間），曜目，月，シーズン
　　場所　　店舗数，レジ台数
　　チェッカー　　　　　　　人　数
　　品　　　目　　　　　　　品目数
　　顧　　　客　　　　　　　顧客数
　　支払方法　　・　　　現金・クレジット
　いうまでもなく，時間変数は連続している変数であるので，適当な単位に分
割しなけれぽならない。例えば，15分という間隔を単位時間とすれば，営業時
間9時間の場合の時間変数は，日lt・36の異なるカテゴリーに分けられる。ある
店舗が10人のチェッカーを雇っているとすると，チェッカー変数は10のカテゴ
リーに分けられる。また品目に対して使用できるカテゴリー数は，商品マスタ
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一に登録された品目数となり，典型的なスーパーマーケットで7，000から13，
000のカテゴリーにのぼるであろう。・
　こうした大量のスキャニング・データを処理する場合，基本的に，次の2つ
の分析様式がある。
・（1）顧客の行動結果を，その行動の原因となったどんな要因にも関連づけるこ
　となく，データを分析する様式であって，それは自然の顧客の購買行動を示
　すものである。したがって，顧客はどのような要因に影響されて購買したの
　か，説明することはできない。
　　例えば，一定期間における品目売れ行き動向分析，曜日別・時間帯別売上
　分析，チェッカーの生産性分析，顧客の組合せ購買パターン分析などはこれ
　に属するものである。
②　顧客の行動を何らかの要因に関連させてデータを分析する様式であって，
　この分析を適用する場合，要因は2つのカテゴリーに分けられる。すなわち，
　管理者の統制可能要因と統制不可能要因である。顧客の行動に何らかの影響
　を与える管理者の統制可能要因には，レイアウト，品目露出量（陳列フェイ
　ス，陳列の長さなど），陳列位地（陳列高低，陳列場所），価格，POP，マネキン，
　店内装飾，ハンガー，接客態度，プPモーション，広告，催事などがある。
　一方，統制不可能要因には，競合店の行動（特売，チラシ，催事など），天候，
　気温，地域催事（お祭，学校催事など）などがある。
　　例えば，特定の期間についての価格弾力性分析，陳列弾力性分析，プロモ
　ーション効果分析，スペース・アロケーション分析，価格・陳列・プロモー
　ション複合効果分析などがこれに属する。
　この分析様式を適用する場合，解決を必要とする課題によって実験変数は異
なるが，次のような実験計画を用いることができるであろう。
　（a）完全無作為計画（completely　randamized　designs）
　（b）無作為ブPック計画（randamized　bl・ck　designs）
　（C）ラテン方格計画（Latin　square　designs）
　（d）順序交換計画（d・uble　change・ver　designs）
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　（e）・ファク，トリアル計画（factorial　designs）
　スキャニング・データを用いた，これら実験計画法は，今のところ発表され
たものはないが，今後，スキャニング・システムの普及によって多くの成果発
表がなされるであろう。調査員が店頭においてデータを記録する方法で，実験
計画法を適用した例は，アメリカにおいて比較的多く見られるが，その殆どの
実験計画は失敗しているのである。その共通した失敗原因は，統制可能要因の
みを実験変数として取り上げているためである。したがって実験処置間の差が
十分に説明できないままで終っている。こうしたことから，実験計画法を適用
する場合，統制不可能要因を組み込んだデータ分析が必要である。
図一4スキャニンゲ・データの統計分析の代替モデル
説明できない
（A）
（B）
（C）
顧客行動POSデータ
　　　因子の識別
ｯ別できるが，コントロール
s可能な因子
POSデータ 顧客行動
識別不可能な因子
ｯ別できるが，コントロール
s可能な因子
識別でき，かつコントロール
ﾂ能な因子POSデータ 顧客行動
　　　　　　　　　　　　　　　　識別不可能な因子統計データ
ﾌ分析
出所：H．Tamura（Univ。　of　Washington）準教授の未発表論文，　Statistical　Information　in
　Supermarket　Operation；Basic　Concepts，1981，　p．15．にょる。
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　以上，スキャニング・データの分析様式として，統計分析の代替モデルを示
すと，図一4のごとくである。
　3．スキャニンゲ・データの精度とデータ量
　フロントエンドでの記録は，チェッカーがキー入力するか，スキャニングに
よるかのいずれかによって行われる。スキャニングの方が迅速であることは明
らかである。また，スキャニングによる誤って読み取る確率は1，000万分の1
であるといわれ，それほど精度が高く設計されている。こうしたことから，管
理者のなかには，スキャナーが取引を記述する場合，誤りを犯すはずはないと
主張するものもある。しかし，それは間違っている。次の理由から問題が生じ
る可能性がある。
　（1）印刷が不鮮明であったり，マークが傷ついていることがある。
　（2）特にインストア・マーキングする商品群について，マークの貼付場所が
　　悪かったり，水濡れしていることがある。
　（3）一緒に複数の品目を単一の品目として記述したり，ある品目をスキャン
　　したのに，さらにキー入力してしまうことがある。
　（4）重量品目，例えば，お米，ドックフード（アメリカの場合）などは，キー
　　パンチ入力するので，人的な誤りが生じる可能性がある。
　⑤　とき折，スキャナーがうまく作動しないことがある。
　スキャニング・データの精度を検討するため，アメリカにおいて幾つかの研
究がなされた。その研究結果は，表一3に示されている。この表から明らかなこ
とは，あるグループ品目の記録については精度は高いが，その他のグループに
ついては精度が低いということである。また，低い精度の品目についても店舗
間に，かなりバラツキが見られるということである。
　しかし，計量ラベラー，タグラベル・プリンターの改良，スキャナーの改良
によって，これら原因のうちの幾つかは除去されることは明らかである。
　スキャニング・システムは小売企業にとって，入手できなかった詳細なデー
タ，つまり顧客の品目別購入や購買特性が，システムの容量が許す限り非常に
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　　　　　表一3スキャニンゲ・データの精度のテストに関する研究結果
（A）精度の高いアイテムと精度の低いアイテムの分類
　　　　　高いアイテム　　　　　　　　　　　　　低いアイテム
シリアル
ひいたコーヒー
粉末コーヒー
ピーナツ・バター
ショートニング
　　（バターやラードなど）
洗　剤
v一ガリン
資料：A．C．ニールセン
93～101％
92～103％
91～101％
93～104％
94～102％
85～98％
87～104％
キャット・リター
キャット・フード
ドッグ・フード（ウェット）
ドッグ・フード（ドライ）
小麦粉
炭酸飲料
フランクフルト。ソーセージ
キャンアイ
41～87％
85～106％
56～94％
78～102％
77～104％
61～75％
66～95％
48～72％
（B）店舗ごとの精度に関する調査
6週間にわたって，アイテム別に売上報
告を比較したもの：スキャニング・デー
タ対店舗監査データ
　　　　　　　A　　　B　　C　　　　　　　　　　　　　　　平均アイテム　　　　　　　店舗　店舗　店舗
6週間にわたって，アイテム別に売上報
告を比較したもの：スキャニング・デー
タ対店舗監査データ
　　　　　　　A　　　B　　C　　　　　　　　　　　　　　　平均アイテム　　　　　　店舗　店舗　店舗
インスタント・　　　　　　　99％　99％シリアル
マーガリン　　　　　101
洗面用の石けん　97　97
ドツグ・フード　　　　　　　100　　98（セミモイスト）
　平　　均　　　99　99
95％
97
97
97
96
資料：SAMIスキャニソグ・データ
97％
99
97
98
98
ドツグ・フード
（ドライ）
レギュラー・コ　　　　　　　98一ピー
冷凍オレンジジ　　　　　　　97ユース
グラタン・デザ
ート
　平　　均
84％　　97％　　89％　　90％
70　　94　　87
107　　　　98　　　100
94　　　　73　　　　98　　　88
92　　　　87　　　　95　　　　91
資料：SAMI走査データ
　出所：Derek　Bloom，　The　Renaissance　of　retail　auditing　in∫ournαl　o／Advertising・Re－
　　　search，　VoL　l20，　No．　3，　pp．9－17，
詳細に記録されるので，正に，顧客の行動と商品の動きとを理解するための宝
庫といえる。しかし，これらスキャニソグ・データをさまざまな意思決定のた
・めの情報に加工処理する前提として，これらデータが1日にどれくらい発生す
るのか，それら発生したデータをどのようにファイルするのか，こうしたいわ
ば初歩的な問題について全く検討されず，そのデータ活用の有効性のみが過大
に評価されているきらいがある。確かに，スキャニング・システムを導入する
　70　明大商学論叢
　　　　　表一4スキャ＝ンゲ・トランザクションのデータ量に関する試算
　　　　　　　一売上高120億～200億円のスーパーマーケヅトー一
　　　来店客数（1店舗当り）　　　　　　　　　　　　　　2，000名
　　　　1人当り買上点数　　　　　　　　　　　　　　　　　　10点
　　　　1日当りデータ量　　　　　　　　　　　　　　　　　　2万データ
　　　　1週当りデータ量　　　　　　　　　　　　　　　　　　14万　〃
　　　　1ヵ月当りデータ量　　　　　　　　　　　　　　　　60万　〃・
　　　チェーン店10店舗　　　　　　　　　　　　　　　　　600万　〃
　　　　　〃　　18店舗　　　　　　　　　　　　　　　　1，080万　〃
　　　EOSデータ（1ヵ月当り，10店舗）　　　　　　　　約15万データ
企業が，コストを無視するものであるとするならば，
である。
（376）
データ活用の有効性は大
　幾つかのスキャニング・システム導入企業について調査したところ，次のよ
うな表一4の結果が得られた。
　この表から明らかなことは，1日平均2，000名の来店客数のスーパーマーケ
ットの場合，1日当り2万データ，したがって1カ月約600万データという臓
大なデータが発生する。同一企業でEOSデータは月に約15万データであり，
スキャニング・データがいかに大量のデータ量であるかということが分かるで
あろう。こうした大量のデータを処理するためには，店舗レベルでいかにデー
タを要約するか，いかに要約データをファイルするか，さらにこれらデータを
伝送し，また処理するためのホスト・コンピュータを導入しうるかなど解決す
べき問題点が山積しているのである。
3．　スキャニンゲ・システムの基礎としての
　コンピュータシステム
　1．　データ処理とホスト・コンピュータ
　小売企業がスキャニング・システムを効果的に運用し，大量のデータに埋も
れないようにするためには，その基礎としてホスト・コンピュータによる情報
処理の存在が前提とならなけれぽならない。
　小売企業がホスト・コンピュータを利用しようとする場合，およそ，次の3
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つのタイプがある。
　（1）ホ洛ト・コンピュータの自社導入
　（2）計算セソターのホスト・コンピュータの共同利用
　（3）主要卸売業者のホスト・コンピュータの利用
　もちろん，取扱品目が少なく，来店客数が少な，く，店舗数が少ないような小
売企業におけるス．キャニング・システムでは，ミニコンピュータを組み込んだ
孤立型スキャニング・システムでもって，データ処理することもある程度可能
であるが，前述のように，大量のデータが発生する経営状況においては，ホス
ト・コンピュータによる情報処理が必須条件となる。それは各店舗のストア・
コントローラーとホスト・コンピュータとの双方向コミュニケTションによる
オンライン情報処理ネジトワークを意味するものである。
　本年5月（昭和58年）に実施した「小売業における情報システム・POSシス
テムに関する調査」によれぽ，小売企業一スーパーマーケットーのコンピ
ュータ利用状況は，これを売上高規模・電算機費（本体レンタル料もしくは買取
の場合は償却費；年額）についてプPットすると，図一5のごとくである。
　この調査結果から分るように，売．ヒ高200億円を境にして明確にその利用状
況が異なっているのである。売上高200億円以上の規模においては，その殆ど
の企業がEOSによるデータ処理としてコンピュータを利用し，それ以下の規
模の企業については，例外はあるにせよ会計処理を中心としたコンピュータの
利用状況の域を出ていないのである。
　しかも，調査結果に見られることは，コンピュータによってEOSのデータ
処理がなされている企業と，EOSを全く手がけていない企業がPOS機器を導
入した場合の運用上ならびにデータ利用上の明らかな差が存在するという事実
である。このことは，売価変更，商品マスターの変更，削除など，マスター・
ファイル・メインテナンスが完全に実施されないために生じるデータ上の精度
にも大きな影響を及ぼしている。したがって，EOSを採用していない企業の
POS機器の導入は，多くの場合，単なるキャッシュ・レ、ジスターの高度化と
いう程度に終っているのである。
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　　　　　　図一5　スーパーマーケットの売上高規模一電算機費
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「小売業における情報システム・POSシステム」についての調査，昭和58年5月実施　　（売上高）億円
　このことから，企業の規模と情報処理は負の相関が存在する。つまり，情報
の質を一定とすれば，売上高が大きくなるに従って情報処理費率は小さくなる。
調査によれば，売上高対情報処理費率（情報処理費には，人件費，電算機費，端末
機費，回線料，システム開発費，光熱・消耗品費，外注処理費，その他がある）は，最
高0．812％から0．001％，の範囲に分布し，平均0．307％N　＝80社である。しか
し，企業の情報処理費は売上高と見合って支出可能な範囲に常にコントロール
されるものであって，その限りにおいて情報の質は無視されている。
　このように見てくると，ホスト・コンピュ’一タを自社導入しえない小売企業
は，好むと好まざるとにかかわらず，②ないしは（3）のパターにおけるホスト・
コンピュータの利用を選択せざるをえない。その場合，スキャニング・システ
ムに関するソフト開発能力をもつ卸売企業ならびに計算センターの選択が，中
小小売企業にとって重大な問題となってくるのである。
2．データ・コミュニケーション・システムの確立
前項で述べたように，200億円から250億円以上の売上高の企業においては，
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例示1　スキャニンゲ・システムのデータ・コミュニケーション
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　　　　ギ
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φ
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　　ホスト・コンピュータから企業のコンピュータおよび各店のターミナル・コントローラーへのメ
　ツセージ
　　　price　changes
　　　neW　ltems
　　　deletes
　　　　　　　　　　　　　オンラインで　　　AD．　price　changes
　　　store　special
　　　miss　changes
　　　　　　　　　　　　」
ホスト・コンピュータの自社導入が可能であることから，スキャニング・シス
テムを独自にオペレーションできる。しかし，それ以下の規模の小売企業にお
いては，卸売業者ならびに計算センターと双方向性のコミュニケーション・シ
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ステムを構築した上で，卸売業者ならびに計算セソターがそれら小売業者のス
キャニング・システムをサポートするような形にならない限り，効率的な運用
はできないであろう。
　こうしたスキャニング・システムを中心とした企業間のデータ・コミュニケ
ーションは，アメリカのスーパーマーケット業界に急速に広まっている。その
一例としてAG社をあげることができる。
　AG社では，1975年7月より双方向性コミュニケーション（6）による～ンパー
店のスキャニング・システムに対するサポートを行っている。例示1は，・AG
社とメンー：一一一店とのコミュニケーション・リンクを図式化したものである。
　企業Xとの関係は，多店舗型グループとのコミュニケーション・システムを
示している。新製品，価格変更，広告，プロモーショγ活動といったデータが，
AG社から企業Xのホスト・コンピュ．一一タに伝送され，そこから各店舗へと再
び伝送される。店舗側からスキャニング・データがホスト・コンピュータへ伝
送され，その場でデータ処理されるか，データ処理のためtl：　AG社のコンピュ
ータまで伝送できるようになっている。
　また，企業Yの場合では，AG社がYの店舗と直接データの送信ができる。
企業Yのホスト・コンピュータは財務面のデータ処理を行い，AG社ではスキ
ャニング・データの処理を行うようになっている。
　また企業Zのような単一店舗の場合には，AG社がホスト・コンピュータの
役目をしてサポートしているのである。
むすび
　本稿は，昭和58年5月に実施した「小売業の情報システムとPOSシステム
に関する調査」を基礎に，小売業界におけるスキャニング・システムの課題に
ついて，小売業における意思決定との関連的な枠組みを提示し，スキャニン
グ・データの統計分析の代替モデルを図式化することによって，その問題点を
指摘した。
　スキャニング・システムは，昭和60年を境に急速に広まっていくことが予想
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されているが，そうしたシステムの普及を1つの契機に，小売業界の情報シス
テムは一段と整備されるだろう。しかし，そうした過程において幾つかの新し
い問題も生じてくるだろう。
　その1つは，スキャニング・システムの情報処理能力によって企業間格差が，
より鮮明なものとなるであろう。
　第2は，チャネルの垂直統合が一段と進展するなかで，新たな組織間関係が
生ずるであろう。
　第3は，現在，多数のPOS機器メーカーが出現しているが，やがて，それ
ら機器メーカーのいくつかは市場から撤退を余儀なくされるであろう。かつて，
アメリカ市場においてそうした現象がみられ，初期導入を試みた中小小売企業
が苦境におちいった例がある。わが国も決してその例外ではない。
　第4は，ハード・テクノロジーの面において，電子式棚札（electric　shelf　tag）
ならびにprintronicsなどの開発普及，さらにはPOSに限定されない，より広
範囲に適用可能なスキャニング機器の開発が，企業の情報システムを高度化す
るであろう。
　第5は，情報処理と物流システムがスキャニング・システムを中心に展開さ
れ，流通コストの削減の可能性が高まるであろう。
　最後に本稿は，明治大学社会科学研究所の昭和58年度国内研究費による調査
研究報告の一部であることを付記しておきたい。
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